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今年度の国庫事業「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援 

事業」（国庫委託事業「仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援によ 

るコミュニティ復興支援事業」及び国庫補助事業「学校・家庭・地域 

連携協力推進事業補助金」）においては、文部科学省に評価・検証の 

取組と結果の報告を行うこととなっています。 

 

県事業では、子どもの学びに関わる地域の有志指導者や事業推進を担 

当する市町村職員の研修会がその対象となり、５月２４日に開催した 

第１回岩手県評価・検証委員会において「評価・検証の考え方や取組 

の方向性」を提案したところでした。７月１日開催の第２回岩手県評 

価・検証委員会では「評価の取組の進捗状況」の報告する予定です。 

 

事業をどのように評価し、その効果をどう判断するかということにつ 

いては、従来から社会教育分野において課題となっているところです。 

そこで県では、研修事業の参加者に対し事前調査（実態把握）、当日 

調査（研修の満足度・研修内容の習得度）、事後調査（実態把握＝研 

修内容の活用度）を実施し、定量的な評価を行うこととしています。 

 

さらに、成果指標と目標値を下記のとおり定め、その達成に向けた努 

力をしていくこととしています。 

①研修事業の目的の達成度（当日調査；肯定的回答80％以上） 

②研修内容の活用度（事後調査；肯定的回答80％以上） 

③参加者の変容（事前調査と事後調査の比較；肯定的回答の増加） 

④参加者の満足度（当日調査；Ａ評価80％以上） 

 

市町村事業は「放課後子ども教室」や「学校支援地域本部事業」等、 

通年の事業ではありますが、評価・検証の考え方は基本的に同様では 

ないかと考えます。参考にしていただけたら幸いです。 



★ ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ ★  

 ２．教振なう！ 『スマホに子守りをさせないで』 

★ ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ ★  

（教ちゃん）前回は、振ちゃんから「教育振興運動推進研修会」の様 

子を報告してもらいましたが、後半３会場がまだ終了し 

ていないので、今日はスタジオからわたくし、教ちゃん 

が教育振興運動の現状を報告します。 

（振ちゃん）えっ？今日はぼくの出番はないの？ 

（教ちゃん）「情報メディアとの上手な付き合い方」に関する講師依 

頼が生涯学習推進センターに殺到しているとのことです。 

（振ちゃん）お～い、現場にいるぼくはどうなるの？ 

（教ちゃん）６月２３日現在、３５件の講師依頼をいただいており、 

うち７件はお断りをしたとのことです。〔理由；センタ 

ー事業日であること、対象が児童生徒であること〕 

（振ちゃん）そうなんだ・・・。って、ぼくも話したいよ～。 

（教ちゃん）児童生徒に「情報モラル教育」を行うのは学校の先生の 

      役目であり、その先生方の支援には総合教育センターが 

      取り組んでいることから、生涯学習推進センターでは児 

童生徒対象の講師対応はおこなっていないそうです。 

（振ちゃん）ねえ、ねえ。ずっと教ちゃんが話しちゃうの？ 

（教ちゃん）その他、保育園の「家庭教育学級」で絵本を通した親子 

のふれあいのお話をする中で、最近の“しつけアプリ” 

を取り上げながら、スマホに子育てをさせないようにと 

公益社団法人日本小児科医会の警鐘（リーフレット等を 

参照）を紹介しているそうです。 

★「スマホに子守りをさせないで」のリーフレットはこちら。 

⇒ http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_leaflet.pdf 

★「スマホに子守りをさせないで」のチラシ（Ａ４）はこちら。 

⇒ http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_poster.pdf 

（振ちゃん）「情報メディア」が乳幼児期の親子のふれあいの時間を 

奪ってしまうんだね。上手な付き合い方をしなくちゃい 

けないのは保護者・・・ということだね。ふむふむ。 

（教ちゃん）同医会の「子どもとメディア」対策委員である川上一恵 

院長は、「乳児期にスマホ等を与えると、①本をめくれ 

なくなる、②近視になりやすくなる、③言語発達が遅れ、 

親子で会話をしなくなる、④親と目を合わせなくなるな 

どの弊害が出やすくなる」とおっしゃっています。以上、 

スタジオの教ちゃんからの報告でした。 

（振ちゃん）あ～終わっちゃった。次回は、ぼくの出番だからね！ 

http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_leaflet.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_poster.pdf
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岩手県は一人平均総実労働時間が 1892 時間で、全国平均より 100 時 

間以上長く、1カ月の総実労働時間は 158 時間でした（2014 年毎月勤 

労統計調査）。東北 6県中 4 県が長時間労働ワースト 4（4位青森県、 

3 位福島県、2位山形県、1位岩手県）を占めています。 

 

その日本一長時間労働の岩手県の達増知事が 6月 18 日に「イクボス 

宣言」をしました。今後、ワーク・ライフ・バランスの実現など県民 

の働き方の見直しが促されることが期待されます。 

 

この男性の育児参画に理解のある管理職「イクボス」を奨励している 

のが、育児に積極的な父親である「イクメン」という言葉を広めたＮ 

ＰＯ法人ファザーリング・ジャパンの安藤哲也さんです。安藤さんは、 

男性の育児参加を促すためには管理職の意識変革を促し、休暇を取り 

やすい職場環境をつくる必要があると「イクボス」を奨励しています。 

 

2011 年社会生活基本調査によると、「夫の 1週間の家事・育児時間」 

は岩手県が全国第 2位でした。その時間は 97 分。7日で割ると 1日 

あたり 14 分弱で、全国第 2 位といっても恥ずかしい話です。 

 

私は、男性による読み聞かせグループ「おどっつぁん S」に所属して 

いますが、このグループは『お子さんとどう接したらいいかわからな 

いお父さんも、絵本１冊あればお子さんと一緒に楽しい時間を過ごせ 

ますよ。子育てに参画しませんか』を趣旨に活動しています。 

 

達増知事の「イクボス宣言」を機に、お父さんの子育て参画の輪が広 

がっていくことを期待しています。 
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